
食
封
考

南

友

博

21 食封考

は

じ

め

に

日
本
古
代
の
封
禄
制
度

に
、
「食
封
」
が
あ
る
。
禄
令
に
よ
る
と
、
品
位
に
よ

っ
て
支
給
さ
れ
る

「
品
封
」
、
位
階
に
応
じ
て
支
給
さ
れ

る

「
位
封
」、
官
職

に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る

「
職
封
」、
功
績

の
あ

っ
た
者
に
賜
与
さ
れ
る

「
功
封
」
が
あ
り
、
そ

の
他
、
中
宮
湯
沐

・
寺

封

・
別
勅
封
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　

　
　

　
ヨ

　
　

食
封
制
に
関
し
て
は
、
西
村
正
男
氏
、
鬼
頭
清
明
氏
、
高
橋
崇
氏
、
時
野
谷
滋
氏
等
に
よ

っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
律
令
の
規
定
の

解

釈
を
主
と
し
、
食
封
制

の
実
施
及
び
変
遷
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
、
本
論
考
は
、
「食
封
」

の
う
ち
、
品
封

・
位
封

・
職
封

・
功
封
に
主
点
を
置
き
、
主
に
、
六
国
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
食
封

関

係
記
事
を
史
料
と
し
て
、
食
封
制
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
、
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
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認

第

一
章

大
宝
令
以
前

の
食
封

に

つ
い
て

本
章
で
は
、
禄
令
に
み
え
る
規
定
が
、
大
宝
令
制
定
以
前

に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
『
日
本
書
紀
』

に
み
え
る
食
封
関
係
記

事

よ
り
考
察
し
た
。
大
化
改
新
以
降

の
食
封
に
関
す
る
記
事

に
は
、
位
を
授
か
っ
た
事
に
よ
る
食
封
の
支
給
が
み
ら
れ
る
が
、
位
と
食
封

額

が
、
禄
令
食
封
条
の
規
定
の
よ
う
に

一
致
し
な
い
。

官
職
に
対
し
て
食
封
が
支
給
さ
れ
た
記
事
は
な
い
が
、
『
日
本
書
紀
』

の
食
封
に
関
す
る
記
事
を
検
討
し
た
結

果
、
大
化
改
新
か
ら
大

宝
令
制
定
ま
で
の
間
、
官
人

へ
の
食
封
支
給
額
は
、
位
階

・
官
職

・
能
力

・
功
績
な
ど
が
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
、
食
封
の
額
が
決
定
さ

れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
大
宝
令
に
よ

っ
て
、
位
封

・
職
封

・
品
封
と
、
食
封
の
分
類
と
、
支
給
額

が
規
定
さ
れ
た
と
い
え

る
。ま

た
、
大
宝
令
以
前
に
も
、
功
績
の
あ

っ
た
者

に
、
食
封
が
賜
与
さ
れ
て
い
る
。
令
で
い
う
功
封
に
あ
た
る
が
、
令

に
規
定
さ
れ
て
い

る
功
の
等
級
や
、
そ
れ
に
伴
う
減
額
伝
世
は
、
当
時
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
規
定
も
ま
た
、
大
宝
令
に
お
い
て
は

じ
ま
る
と
い
え
る
o
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第

二
章

職
封

に

つ
い
て

本
章

で
は
、
職
封
の
実
施
と
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、
禄
令
食
封
条
の
規
定
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
た
か
で
あ
る
。
六
国
史

に
は
、
職
封
が
、
令

の
規
定
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
史
料
は
少
な
い
。
し
か
し
、
職
封

の
支
給
額
の
、
改
定

.



食封考

 

幻

職

封
の
減
額
を
請
う
記
事
な
ど
か
ら
、
職
封
は
令
の
規
定
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
職
封

が

一
時
削
減
さ
れ
て

い
た
こ
と
が

『
類
聚
三
代
格
』
大
同
三
年

(
八
〇
八
)
十
月
十
九
日
格
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
期

・
額

に
つ
い
て
は
史
料
が
な

く
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

次

に
、
令
外
官

へ
の
職
封
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
令
外
官
で
、
食
封
支
給
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、
内
臣

・
中
納

言

・
参
議

・
紫
微
内

相

.
観
察
使
で
あ
る
。
本
論
考
で
は
、
主
に
内
臣

・
中
納
言

・
参
議
に

つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
の
令
外
官

へ
の
食
封
が
職
封
と

さ
れ
た
の
か
否
か
で
あ
る
が
、
令
外
官
設
置
の
際
に
、
職
掌

・
官
位
相
当
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
職
封
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
令
で
い
う
職
封
と
は
区
別
さ
れ
た
食
封
と
さ
れ
、
そ
の
運
用
は

「
准
職
封
」
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
納
言
の
職
封
に
つ
い
て
は
、
『
新
抄
格
勅
符
抄
』
で
、
四
百
戸
と
さ
れ
て
い
る
問
題
が
あ
る
。
中
納
言
の
職
封
が
増
加
さ
れ
た
時
期

で
あ
る
が
、
天
平
宝
字
五
年

(
七
六

一
)
二
月

一
日
に
、
中
納
言
の
相
当
位
が
、
正
四
位
上
か
ら
、
従
三
位
に
格

上
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、

こ
の
時
、
中
納
言
の
職
封
が
四
百
戸
に
増
加
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「致
仕
」
及
び

「
以
理
解
官
」
の
場
合
の
職
封
の
処
置
で
あ
る
が
、
令
に
よ
る
と
、
職
封
を
減
半
し
て
支
給
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま

た
、
減
半
さ
れ
た
職
封
を
い
つ
ま
で
所
有
で
き
る
か
で
あ
る
が
、
『
令
集
解
』
禄
令
食
封
条
の

「
若
以
理
解
官
。
及
致
仕
者
、
減
半
。」

の
注
に
引
く
古
記
で
は
、
後
任
者
が
就
任
す
る
ま
で
と
あ
る
。
し
か
し
、
穴
説
で
は
、
後
任
者
が
就
任
し
て
も
、
減
半
し
て
職
封
を
支
給

す

る
と
あ
る
。
減
半
さ
れ
た
職
封
は
、
本
人
の
死
去
ま
で
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

致
仕
及
び
、
理
を
以
て
の
解
官
の
場
合
、
職
封
を
減
半
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
そ
の
実
施
を
明
記
す
る
史
料
は
な
い
。
し
か
し
、

『
公
卿
補
任
』
天
平
三
年

(
七
三

一
)
の
袖
書

に

「
致
仕
之
封
准
職
封
減
半
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
職
封
減
半
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
伺
え
る
。
但
し
、
参
議
の
場
合
は
、
参
議

の
食
封
を
収
公
し
、
減
半
し
た
も
の
を
賜
う
と
い
う
二
つ
の
手
順
が
と
ら
れ
る
が
、
職
封
の
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勿

減

半
処
置
に
似
て
い
る
た
め
、
後
世
で
は

「
准
職
封
」
と
い
う
解
釈
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
章

位
に
関
す
る
食
封

本
章
で
は
、
位
に
関
す
る
食
封
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。

ま
ず
、
位
封
で
あ
る
が
、
令
で
は
三
位
以
上
の
官
人
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
宝

・
慶
雲
年
間

に
は
、
四
位

.
五
位

の
官
人
に
も
食
封
が
支
給
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
位
封
に
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
、
慶
雲

二
年

(七
〇
五
)
に
、
五
位
の

官
位
相
当
職
の
多
さ
に
伴

っ
た
五
位
官
人
の
増
加
に
よ

っ
て
、
五
位
位
封
が
位
禄
に
代
え
ら
れ
、

つ
い
で
、
慶
雲
三
年

(七
〇
六
)
に
三

位
以
上
の
位
封
の
増
加
と
、
四
位
位
封
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
慶
雲
三
年
格
制
は
、
大
同
三
年

(八
〇
八
)
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

こ
の
間

　
ら

位
封
は
、
令

・
格

の
規
定
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
史
料
に
み
ら
れ
る
。

次

に
、
品
封
で
あ
る
が
、
品
封
が
令
の
規
定
通
り
に
実
施
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
二
年

(
七
五
〇
)
二
月
戊

子
条
よ
り
い
え
る
。
そ
の
後
、
品
封
が
増
加
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
『
類
聚
三
代
格
』
大
同
三
年

(
八
〇
八
)
十
月
十
九
日
の
格
に
み
ら

れ
る
。
増
加
さ
れ
た
時
期
と
額
で
あ
る
が
、
『
続
日
本
紀
』

に
み
え
る
品
封
を
検
討
し
た
結
果
、
少
な
く
と
も
、
天
平
勝
宝
二
年

(七
五

〇
)
以
降
で
あ
り
、
額
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
無
品
親
王

・
内
親
王

へ
の
食
封
が
、
大
同
三
年

(
八
〇
七
)
に
二
百
戸
と
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
翌
年

に
は
、
内
親
王
の
四

品

の
品
封
が
、
無
品
封
よ
り
五
十
戸
少
な
く
な
る
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
、
無
品
内
親
王
の
品
封
が
百
戸
と
さ
れ
た
。
こ
の
無
品
封
は
、

元
服
後
叙
品
さ
れ
る
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

176



持
統
朝
及
び
、
元
明

・
元
正
朝
に
お
い
て
、
親
王

・
内
親
王

へ
多
額
の
食
封
が
賜
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
食
封
は
、
女
帝
の
在
位

期
間
に
賜
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
女
帝
の
即
位
を
容
認
さ
せ
る
た
め
に
食
封
賜
与
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第

四
章

功
封
に

つ
い
て

食封考

 

お

本
章
で
は
、
功
封

の
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
但
し
、
藤
原
氏

へ
の
功
封
は
、
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
本
論
考

で
は
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
注
目
し
た
の
は
、
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年

(七
〇

一
)
七
月
壬
辰
条
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
壬
申
の
乱
の
功
臣

へ
の
功
封

に
中
功
と

い
う
等
級
を
付
け
、

四
分
の

一
を
子
に
伝
え
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
。
こ
の
功
封
が
賜
与
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
「先

朝
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
文
武
朝
よ
り
以
前
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
記
事
に
み
え
る
功
臣
の
姓
が
、
八
色
の
姓
よ
り
古

い
姓
で
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
生
前
に
功
封
が
賜
付
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
二
点
か
ら
、
天
武
五
年

(
六
七
六
)
以
前
で
あ
る
と
い
え
る
。
死
去
し
た
者
も
、

大
宝
令
制
定
ま
で
功
封
は
収
公
さ
れ
る
こ
と
な
く
家
に
存
在
し
、
大
宝
令
に
よ
っ
て
功
が
再
評
価
さ
れ
中
功
と
さ
れ
た
と
い
え
る
。

功
封
は
、
功
臣
が
死
去
し
た
後
、
減
額
さ
れ
て
子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
か
、
収
公
さ
れ
る
か
の
ど
ち
ら
か
の
処
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ

て

い
た
。
減
額
伝
世
の
例
は
、
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年

(七
〇
四
)
七
月
乙
巳
条

に
み
え
、
令

の
規
定
通
り
に
行

わ
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
収
公
に
つ
い
て
は
記
事
が
な
い
が
、
お
そ
ら
く
規
定
通
り
に
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　

中
功

で
、
子
に
し
か
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
田
首
新
家

の
功
封
が
、
孫
の
足
人
の
代
で
奪
わ
れ
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
例

に

つ
い
て
は
、
推
測
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、
新
家
の
子
首
名
が
ま
だ
生
き
て
い
て
、
孫
の
足
人
の
罪
に
よ
り
首
名
所
有
の
功
封
が
収
公
さ
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%

れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
食
封
制
の
実
施
と
変
遷
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
大
宝
令
以
前
に
は
、
規
定
及
び
分
類
が
は
っ
き
り
し
て
い

な
か

っ
た
食
封
が
、
大
宝
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
も
、
令
の
規
定
通
り
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
・兄
る
。
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(
6

西
村
正
男
氏

「
食
封
制

の

一
考
察
」

『
歴
史
学
研
究
』

十

一
一
七

一
九
四

一
年

鬼
頭
清
明
氏

「
食
封
制
の
成
立
」

『
日
本
歴
史
』
九

三

一
九
六
七
年

高
橋
崇
氏

『
律
令
官
人
給
与
側

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

一
九
七
〇
年

時
野
谷
滋
氏

『
律
令
封
禄
制
史

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

一
九
七
七
年

『
続

日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年

(七

六
五
)
八
月
庚
申
朔
条

『
新
抄
格
勅
符
抄
』
神
事
諸
家
封
戸

(神
封
部
)
気
比
神

の
割
註

『
続

日
本
紀
』

天
平
宝
字
七
年

(
七
六
三
)
十
月
丁
酉
条
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